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英国外務省による中国関係史料 1919-1980 

Foreign Office Files for China, 1919-1980 
 

原本所蔵機関： The National Archives, UK 

 

中国、香港、台湾を対象にした 1949年から 1980年までの英国外務省ファイルを Section I-VIにわけて収

録。機密事項だったイギリス政府の外交文書、書簡、新聞の切り抜き、地図、裁判記録、著名人の伝記、

出来事の記録など、波乱に満ちた時代の前例のない詳細な資料を提供します。政治、産業、通商、文化

について報告する外務省ファイルは、多様な内容と膨大な量を誇っています。すべてのファイルは全文検

索可能です。 

 

【収録資料の種類】 

政府のメモ / 往復文書、書簡 /（商社、法廷代理人、申立人からの）書簡 /  

新聞の切り抜き / 地図 /裁判記録  /人、場所、団体のプロファイル /  

経済統計、経済分析  /中国語文書 など 
 

【価格体系】    

FTE により価格が異なります。    

価格は概算参考価格(税抜)です。 

FTE は人文社会科学系学部の学生数（学部生＋院生）より算出いたします。 
 

 
Module 年代 FTE <5,000 

(Band 0) 

FTE 5,001-10,000 
(Band 1) 

FTE 
10,001-15,000 

(Band 2) 

FTE 15,000< 
(Band 3) 

I 1919-1929 

 

II 1930-1937 

III 1938-1948 

IV 1949-1956 

V 1957-1966 

VI 1967-1980 

  

◇ 無料トライアル 受付中！（機関・個人ともに 14日間）                         《裏面に続きます》 

【歴史・地域研究 中国 政治】 

 

（Adam Matthew Digital, GBR / 日本総代理店：丸善雄松堂） 

 
 

 

 

●消費税に関しましては税制の改正に則った内容で対応させて頂きます。掲載製品はリバースチャージ対象製品です。 

●原価の改定、為替相場の変動などの理由による価格の変更や掲載タイトルの変更につきましては、予めご了承の程お願い申し上げます。 

●お見積もりは、別途ご用命ください。 
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1919-1929: Kuomintang, CCP and the Third International  国民党・中国共産党・第三インターナショナル 
 

1912 年の革命にも関わらず、中国の人口の大部分は産業化と近代化にいたっていませ

んでした。1919 年の五四運動では第一次世界大戦で勝利を得た同盟国による中国を愚

弄する条約に対する学生主導の暴動が成功しましたが 1920年代には政治的、軍事的大

混乱の中での経済の急上昇にもかかわらず、不安定かつ僅かな領地は地方軍閥に支配

されました。沿岸の商業地に居た外国人勢力は存続し、とりわけ日本はより存在感を増し

ました。この時代の後半に２つの政治的勢力が中国を支配しようと成長しました。初めは

孫文が、後に軍司令官、蒋介石が主導者となった国民党と毛沢東が立役者として浮かび

上がった中国共産党です。 

 

◆主な収録内容 

・ヴェルサイユ条約に反対した学生達のデモから始ま

った五四運動 

・中国南部を拠点とした孫文による革命と、国家統合

の為の同盟を結ぶ努力 

・広州（広東）と上海の重要性 

・五・三〇事件（1925 年）、上海の租界警察が中国人

デモ参加者を 11 人撃ち殺した事件 

・1925 年の孫文の死後の蒋介石による国民党の指導、

1926-28 年の国民党の北伐 

・国民党と中国共産党間の衝突の増加 

・1925-27 年の反イギリスボイコット 

・主要な穀物の不作と小作人の飢餓 

・1927年の江西、湖南、湖北、広東での共産党の暴動

の放棄 

・国民党の北伐に続く 1928 年の南京を首都とする国

民党政府による中国再統一 

 

◆主な収録資料 

・税制・関税規制 

・アヘンや他の麻薬の不正売買、万国阿片条約 

・銀行取引と財務 

・山賊行為、海賊行為そして外国人の保護 

・鉄道の発展 

・中国政府への武器と航空機の供給 

・中国に対する国際借款団 

・石油産業 

・中国人労働力の輸出 

・シベリアでの日本の政策 

・電信線の発展 

・義和団の乱の賠償金 

・ヨーロッパの軍事と上海における警察力 

 

 

1930-1937: The Long March, Civil War in China and the Manchurian Crisis 長征、国共内戦、満州事変 
 
1928 年国民党は理論上中国を再結合させましたが、実際は中国共産党との武装闘争が続きま

した。1934 年には中国南部の共産党勢力の殆どが取り囲まれ、毛沢東と周恩来の指導の下長

征を開始しました。これが中国共産党を生き残らせ、党内での毛沢東の権力を揺るがないものに

しました。1931 年から清朝最後の皇帝溥儀を使い傀儡国家満州国を設立し満州を侵略する為

に中国の弱点と軍事を利用した日本に対し戦争が増えていきました。1937年日中間の全面戦争

が勃発するまで 1930年代日本は遥か中国北部まで少しずつ侵略していきました。 

 

◆主な収録内容 

・1930 年の毛沢東と朱徳による江西ソビエトの非公式設

立（翌年正式となる） 

・満州の侵略と占領の為に日本軍に企まれた満州事変

（1931年 9月） 

・1934年 10月江西省から始まり 1937年まで続いた長征 

・農地改革と農地再配分の問題 

・1935 年 1 月の毛沢東による中国共産党の主導権の掌

握 

・日本による大連とポート・アーサー、二大港と南満州鉄

道の支配 

・日本政府内の軍国主義派閥による中国への日本政策

での支配 
 

◆主な収録資料 

・威海衛からのイギリスの撤退 

・ソビエトプロパガンダの中国での放送と中国ソ連間
の紛争 

・かつての皇帝溥儀と日本人の関係（1931） 

・飢餓とその軽減の為の(主にアメリカによる)国際的努
力 

・キリスト教宣教師 

・北京からの外交職員の移動 



・ビルマとチベットの国境紛争 

・中国日本間の紛争と国際連盟 

・日本の満州占領に対して国際連盟が発行し、連盟
国から日本を脱退に導いたリットン報告書への中国
の反応。 

・ソビエト支配下にあったモンゴルの状態と満州の状

態 

・外国の撤退（1937） 
・日本空軍からのイギリス大使ヒュー・ナッチブル＝
ヒューゲッセンの射殺 

・中国の民族性の英国民 

 

 

1938-1948: Open Door, Japanese War and the Seeds of Communist Victory 日中戦争 
 
日中戦争は北京の蘆溝橋事件後の 1937 年 7 月に勃発しました。日本軍は激しい戦いの後で 11 月に上海を、12 月

に国民党の本拠地南京を占領しました。国民党の軍は四川省の山の後ろに避難し、日本人と戦う為に相容れない共

産主義者と同盟を結びました。イギリス人はこの時期、中国のイギリス企業の経営と貿易への影響を懸念していました。

1941 年 12 月のパールハーバーに続いて日本軍は多くの中国人難民とヨーロッパのナチスの迫害から逃げてきたユ

ダヤ人の避難場となっていた上海共同租界を占領しました。イギリスは 1943 年の中国との条約で租界の権利を放棄

しました。日本の敗北の後、中国共産党が中国の人口の３分の１を収容している地域の 4 分の 1 を支配していること

から国民党と中国共産党間の紛争は延長しました。やがて共産党の前進は 1949年 10月毛沢東の中華人民共和国

建国の宣言という形で結果が示され蒋介石と彼の政府は 12 月台湾に撤退しました。 

◆主な収録内容 

・日本人の南京での残虐行為（南京大虐殺）につい
て現地のアメリカ人ヨーロッパ人目撃者による文書 
・上海、香港、北京の戦時中の状況 
・日本との戦争での中国内のイギリス人犠牲者 
・日本軍の前進の後、権力の空白地帯となった中国
北部の中国共産党による開発 
・中国での事件への列強の反応 

・日本人占領軍に対するゲリラ戦の本質 
・ジョセフ・スティルウェル将軍が始めた、国民党に援
助する為の 1941年以降のアメリカの努力 

・日本の戦争の成果に不可欠である、満州の鉱床と
石炭資源 

・1945 年の太平洋戦争を終わらせた、アメリカによる
広島と長崎への原爆投下 

 

◆主な収録資料 

・中国でのヨーロッパ人財産の保護 

・日本に占領された台湾（フォルモサ）の経済的政治的

状況 

・国際アクセスに関して満州での門戸開放政策 

・満州国の国際的承認 

・フランス、日本間の関係 

1949-1956: The Communist Revolution 中華人民共和国建国 
 

収録資料には、直接見聞きした者による見聞録から、週間、月間の概要、年間報告、新聞記事と議事録の分

析、経済評価、中国の主要人物の一覧などがあります。ロンドンと、北京の英国大使間と、領事館の出先機関との

あいだには恒常的な情報交換がおこなわれており、東アジアに関する問題についての英国とアメリカ、あるいは

ヨーロッパやイギリス連邦加盟国との議論も活発におこなわれていました。 

冷戦期には中ソ関係も重要な案件のひとつでした。各年のファイルは中国の内政状況についてきわめて詳細

に報告しています。1949 年のファイルは、中国現代史における重要な転換点を取り上げています。この年のはじ

めから、ファイル中の資料では国民党の将来について悲観的な論調があらわれはじめ、共産勢力が勝利するのは

時間の問題だとしています。国民党の支配と勢力の衰退は、共産軍の着実な侵攻と、都市や町のあいつぐ陥落と

ともに生彩に描かれています。 

1949 年の全 45 冊のファイルは、中華人民共和国の共産主義政権の成立につながる出来事に焦点をあててお

り、共産主義革命の進展と毛沢東の勝利を記録しています。そのうち 21 冊のファイルは、中国の共産主義政府の

承認についてのもので、とりわけ、英国と他の政府とのあいだで交わされた議論を扱っています。 

英国の植民地の利害に関する関心は、1950 年代初期のファイルにおける主要なテーマです。毎年、数冊のフ

ァイルが、英国と中国における対外貿易の関係者がおかれている状況が記述され、外国人の貿易業者の直面す

る問題に関する商工会議所の報告も併録されています（例えば 1951 年の FO 371/92259-92267 や 1952 年の FO 

371/99282-99297 を参照）。1997 年まで英国が中国から租借していた香港は、共産主義時代の始まりにはイデオ

ロギー上の対立の中心地になっていました。1952 年の一連のファイルには、香港における共産党の支持者と国民
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党の支持者の政治活動が詳細に報じられています（FO 371/99243-99246を参照）。銃で脅されて中国の領地まで

拉致された香港居住者に関する報告もあります。状況の不安定性から、中国側が香港居住者の安全を脅かしたさ

いの反撃の許可を、外務省が香港警察に与えるところまでいきました（FO 371/99275 を参照）。 

中国の朝鮮戦争への参入は中国経済に大打撃をあたえ、土地と産業の改革における指導力を弱らせました。

1953 年に農村部、都市部における政治支配が確立するとすぐに、全国規模の計画がはじまりました。最初の五ヶ

年計画は、中国政府の主導でおこなわれ、社会資本建設と重工業に力点がおかれました。ソヴィエト型のモデル

にもとづいた強力な産業経済を建設することを示唆する公式宣言が出されました。周恩来、トウ小平、劉少奇は、

これらの政策を毛沢東のもとで推進した重要人物です。 

中国の経済、産業の発展、1953年から 57年にかけての五ヶ年計画を成功させるための労働協約の導入に関し

てもかなりの量のファイルがあります（FO 371/105232-105236 と 115079-115081 を参照）。 
 

1957-1966: The Great Leap Forward 大躍進政策 
 

1950 年代後期に毛沢東がスターリニズムを退けて、中国経済にとって代わりとなるものをどのように編み出した

かといったことが見えてきます。このセクションに収録したファイルには、毛沢東の指導による産業、経済の成長を

テーマにしたものがあり、社会主義経済の力を使って中国の鉄鋼、石炭、電力の生産力をあげ、農業を集団化

し、現代化を執拗に推進する、きわめて野心的な計画であった 1958 年から 1962 年にかけての大躍進政策も取

り上げられています。こういった資料から、20 世紀の中国を変容させた社会、政治、経済、文化における変化を

見てとることができます。大躍進政策の壮大なもくろみは、大規模な飢饉や莫大な死者、教育システムの抱える

問題、先行きの暗い経済状況といった現実の前に押しつぶされていきました。第 2 セクションに集められた資料

は、最初の五ヶ年計画（1953-1957）の影響と成否を分析するための多くの証拠を含んでいます。また、五ヶ年計

画の実行の過程に関する資料は第 1 セクションに収められたファイルに収録されています。 
 

1967-1980: The Cultural Revolution 文化大革命 
 

1966年から 1976年までの文化大革命をテーマにしています。この政治的、社会的大変動は、中国全土と中国

経済を混乱の渦におとしいれ、1969 年以降の権力闘争と政治的混乱の原因となり、四人組（毛沢東の四番目

の夫人であり主導者であった江青とその仲間の張春橋、姚文元、王洪文）の逮捕によって、ようやくこの権力闘争

と混乱は集結しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Archives Direct       Sources from the National Archives, UK 
 
英国国立公文書館所蔵資料を原本とする下記データベースを複数導入いただくことで、Archives Direct シリーズの共通

のプラットフォーム AM Archives Direct Search Portal にて一括検索いただけます。 

 

➢ Apartheid South Africa 1948-1988   

➢ Central Asia, Persia and Afghanistan 1834-1922: From Silk Road to Soviet Rule  

➢ Confidential Print: Africa, 1834-1966 

➢ Confidential Print: Latin America, 1833-1969 

➢ Confidential Print: Middle East, 1839-1969 

➢ Confidential Print: North America, 1824-1961 

➢ Conflict in Indochina: Foreign Office Files for Vietnam, Laos and Cambodia 

➢ Foreign Office, Consulate and Legation Files, China: 1830-1939    

➢ Foreign Office Files for China, 1919-1980 

➢ Foreign Office Files for India, Pakistan and Afghanistan, 1947-1980 

➢ Foreign Office Files for Japan 1919-1952 

➢ Foreign Office Files for the Middle East, 1971-1981 

➢ Foreign Office Files for South East Asia, 1963-1980  

➢ Macmillan Cabinet Papers 1957-1963 

➢ The Nixon Years, 1969-1974 

 

※イギリス公文書館所蔵 女性参政権資料コレクション Women in The National Archives は、Archives Direct シリー
ズではなく、新しい単独のプラットフォームでのご利用となりました（2024 年春以降）。 

 


